
監督 川上敬二郎



“森の国”日本 放置された末に「守り人」たちは…

日本の全国土の約7割は森林。

日本はまさに「森の国」です。

かつて森は、日本人のコンビニであり、スーパーであり、

ガソリンスタンドであり、ホームセンターでした。

人々は会社に行くのではなく、森から色々なものを頂いていたのです。

でも、この役割は大きく変わりました。

そして今、森は放置されて、大変なことになっています。

広葉樹の薪炭林（しんたんりん）は使われなくなり、

太くなり、老木になり、キクイムシにやられ、ナラ枯れが広がっています。

針葉樹では、森を一斉に切る「皆伐」（かいばつ）が進んでいますが、

植え替えられる「再造林」（さいぞうりん）の割合は、わずか３割です。

放置される日本の森を、私たちはどう見守り続けたらいいのでしょうか。

１９７３年、東京都出身。１９９６年、ＴＢＳ入社。ラジオ記者、報道局社会部記者、「Ｎスタ」、「ＮＥＷＳ２３」、
「サンデーモーニング」ディレクターなどを経て、現在「報道特集」ディレクター。TBSドキュメンタリー映
画祭２０２３で「サステナ・ファーム トキと１％」を初監督。２００３年「米日財団メディア・フェロー」として
アメリカ各地で放課後改革を取材。帰国後、友人と「放課後ＮＰＯアフタースクール」を設立（２００９年
に法人化。グッドデザイン賞等を受賞）。ＴＢＳ ＮＥＷＳ ＤＩＧでは「いじめ予防１００のアイデア」を連載。
１２月に『なぜかいじめに巻き込まれる子どもたち』（ポプラ新書）を発売。子どもたちや地球環境などの
ために、少しでもメディア人の役割を果たせればと気負うが、簡単ではなく、日々、修業中。
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